
　満開のコスモスが一面に広がるのどかな田園で、髪飾りをして楽しむ少女たち。思いっきり笑った瞬間、
２人の笑顔が秋のやわらかな日差しを浴びて輝いていました。（11月３日：コスモスまつり会場にて撮影）
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早
い
も
の
で
、
気
が
つ
け
ば
も
う
〝
師
走
″

－

。
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
阿
南
市
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
２
０

１
０
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
く
迎
え
る
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ま
す
。

2010
阿南市
10大
ニュース

遍
路
道
約
４
・
５
㌔
が

国
史
跡
に
指
定

　
遍
路
道
は
全
長
１
，
４
０
０
㌔
に
ま
た
が
る
四
国

八
十
八
箇
所
霊
場
札
所
巡
礼
の
道
で
す
。
そ
の
う
ち
、

阿
波
の
国
の
第
二
十
番
礼
所
鶴
林
寺
及
び
第
二
十
一

番
札
所
太
龍
寺
周
辺
の
道
約
４
・
５
㌔
が
、
道
端
に

遺
存
す
る
町
（
丁
）
石
、
道
標
、
遍
路
墓
な
ど
を
含

め
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

伊
島
簡
易
水
道
施
設

整
備
等
事
業
の
竣
工

新ごみ処理施設整備・運営事業契約締結

　
阿
南
市
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業
に
関
す
る
「
基
本
契
約
」・「
建
設

工
事
請
負
契
約
」・「
運
営
・
維
持
管
理
業
務
委
託
契
約
」
に
つ
い
て
、
市
議
会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
を
得
て
、
９
月
21
日
に
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　伊島簡易水道では、安定した水量の確
保の問題と良質な水源の確保の課題を改
善するため新たな水源として取水井戸を
掘削しました。また、既存の浄水設備に
高度浄水設備（膜ろ過装置）を増設した
浄水設備が完成し、10 月１日から給水
を開始しました。

新施設完成予想図
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　５月27日、科学センターで2005年８月４日に発見した
小惑星に「Ａｎａｎ（阿南）」と名前がつきました。
　この「Ａｎａｎ」は直径約６㌔と小さく、明るさは20
等級と大変暗い小惑星です。地球から約３億㌔のかなたに
あり、太陽の周りを１周約5.57年で回っています。

小惑星の名称を
「Ａｎａｎ（阿南）」に認定

定
住
自
立
圏
構
想
に
係
る

中
心
市
宣
言
を
し
ま
し
た

　
「
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
」
に
基
づ
い
て
、
３
月
定
例
市

議
会
で
定
住
自
立
圏
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
「
中
心
市
」
と

な
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
後
、
周
辺
自
治
体
の
那
賀
町
・

美
波
町
と
の
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
の
締
結
等
を
行
い
、
中

心
市
と
し
て
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
の
整
備
や

農
林
水
産
業
の
振
興
や
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
等
を
図
り
、
県

南
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

桑野・福井道路都市計画決定

　４月20日に開催されました徳島県都市計画審議会において、地域高規格道路・阿南安芸自動車道の一部の日和佐、桑野、福井
の各道路について都市計画道路の変更が承認され、４月30日付けで都市計画決定されました。

阿
南
市
教
育
振
興
計
画
策
定

　
笑
顔
と
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
教
育
の
ま
ち
阿
南
を
め
ざ

し
て
、
阿
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
人
材
育
成
を
進
め
る
効
果
的
な
教
育
行
政
の
施

策
の
指
針
と
な
る
「
阿
南
市
教
育
振
興
計
画
」
を
新
た
に

策
定
し
ま
し
た
。

情報通信基盤整備事業完成
　平成23年７月24日までに
現在の地上アナログ放送が終
了することに伴い、インター
ネット環境と併せて地上デジ
タル放送の受信環境を整備す
るための情報通信基盤整備事
業が３月末に完了しました。
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広報あなんで振り返る2010年
（１月〜11月）

月 で　き　ご　と

１月 第56回徳島駅伝阿南市チーム７位入賞

平成22年阿南市新成人は821人

国土交通大臣に四国横断道早期完成を要望

循環バス「ナカちゃん号」と命名

３月 「阿南市公共下水道条例」が制定

定例市議会で定住自立圏構想に係る中心市宣言を行う

情報通信基盤整備事業が完成

阿南市教育振興計画策定

次世代育成支援行動計画（後期）策定

４月 明谷幼稚園休園

「野球のまち推進課」新設など組織機構を再編

阿南市消費生活センター開設

子ども手当制度スタート

県立富岡東中学校開校

戸別所得補償モデル対策事業実施

阿南第一中学校校舎棟改築工事始まる

阿南市インキュベーションセンター開設

桑野・福井道路が都市計画決定される

大雨による浸水被害が発生

５月 小惑星の名称を「Ａｎａｎ（阿南）」に認定

小・中学校で映画「奇跡の海」の巡回上映が始まる

６月 光のまちづくり推進プロジェクトチーム「ＡＬＰＳ」発足

新野小学校プール完成

７月 見能林小学校が国土交通大臣表彰を受賞

８月 遍路道約 4.5㌔が国史跡に指定

楠根トンネル開通

船瀬温泉に「かもだカフェ」オープン

阿南市総合防災訓練を椿地区で実施

児童扶養手当制度父子家庭への対象拡大

流　政之さん作品「山さきもり」が太龍嶽に設置

９月 蒲生田岬モニュメント「波の詩（うた）」完成

新ごみ処理施設整備・運営事業契約締結

ハッピーでふフェスタｉｎあなん開催

10月 伊島簡易水道施設整備等事業の竣工

子宮頸がん予防ワクチン接種費用の公費負担

平成22年国勢調査を実施

古紙の分別収集が始まる

山崎まさよし×西　慎嗣コンサート開催

消防団全68班に簡易救助工具を配備

11月
携帯・ＩＰ電話からの119番緊急通報に係る位置情報
通知システム運用開始

船瀬温泉入館者数50万人達成

市消防団加茂谷分団第７班が全国消防操法大会に出場

はつらつママさんバレーボールｉｎあなん開催

阿
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

　
４
月
１
日
に
県
内
の
市

町
村
で
３
番
目
と
な
る
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
阿
南

社
会
福
祉
会
館
３
階
（
阿

南
駅
前
）
に
開
設
し
ま
し

た
。
消
費
者
被
害
が
多
様

化
す
る
な
か
、
市
民
に
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

電
話
や
対
面
に
よ
る
消
費

者
相
談
、
悪
質
商
法
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
の
情

報
提
供
、
消
費
者
教
育
・

啓
発
講
座
の
開
催
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
20
、
30
歳
代
に
増
え
て
い
る
子
宮

頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
そ
の
発
症
を

予
防
し
、
女
性
の
健
康
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
県
下
で
は
中
学
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
を

対
象
に
、
10
月
１
日
か
ら
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

が
始
ま
り
ま
し
た
。
阿
南
市
で
は
、

平
成
22
年
度
に
限
り
助
成
対
象
を
高

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
女
子
ま
で
拡
大
し
て
、
そ
の

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子宮頸がん予防ワクチン
接種費用の公費負担
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
に
よ
り

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業
を
実
施

　

８
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、

椿
・
椿
泊
地
域
や
そ
の
近
隣
の
小
・

中
学
生
を
対
象
に
蒲
生
田
小
学
校
跡

地
な
ど
で
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
し
た
。　
　
　

農
林
水
産
課

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
三
万
八
千
四
百
八
十
円　

阿
南
平
成
ク
ラ
ブ
代
表　

前
田　

裕
様
か
ら
、
20
周
年
記
念
歌
謡
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
お
け
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

【
12
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

6・13・20・27・29・30
日

船
瀬
温
泉

年
金
相
談

&
Q

A

Q
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

夫
が
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
夫
の
収
入
だ
け
で
生

活
し
て
き
た
の
で
、
今
後
の
生
活
が

不
安
で
す
。
何
か
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A 

国
民
年
金
加
入
中
の
方
や
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格

期
間
（
原
則
と
し
て
25
年
）
を
満
た

し
た
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支
え
ら

れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は

「
子
」
に
、
子
が
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
ま

で
の
間
）、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険

料
納
付
済
み
期
間
と
免
除
承
認
期
間

の
合
計
が
３
分
の
２
以
上
ま
た
は
直

近
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

　

先
月
号
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
い

わ
れ
る
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
尊
敬
す
る
政
治
家
の
一
人
に

ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ
第
７
代
フ

ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
が
い
ま
す
。
１
９

５
３
年
（
昭
和
28
年
）
に
大
統
領
に

就
任
し
た
彼
は
、
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮

殿
を
「
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ　

ｏ
ｆ　

Ｐ
ｅ

ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
」（
国
民
の
家
）
と
し
て

誰
で
も
気
軽
に
中
に
入
れ
る
よ
う
に

し
、
清
廉
潔
白
で
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
理
想
主
義
的
政
治
家
と
し
て

国
民
の
高
い
人
気
を
博
し
ま
し
た
が
、

１
９
５
７
年
３
月
17
日
、
国
内
視
察

の
途
中
で
飛
行
機
事
故
に
よ
り
、
49

歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
統
領
と
し
て
軍
の
再
編
や
汚
職

対
策
、
農
地
改
革
を
推
し
進
め
ま
し

た
が
、
在
任
中
は
常
に
バ
ロ
ン
タ
ガ

ロ
グ
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
男
性
の
正

装
用
民
族
衣
装
を
着
用
し
ま
し
た
。

以
前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
と
な
っ
て
い
た
時
代
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
は
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
虐
し
い
た

げ
ら
れ
、
わ
ざ
と
下

着
の
シ
ャ
ツ
が
透
け
る
恥
ず
か
し
い
格
好
を
さ
せ
ら
れ

て
「
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
が
お
前
た
ち
の
正
装
だ
」
と
決

め
ら
れ
た
衣
服
で
し
た
。
彼
は
常
時
こ
の
衣
装
を
着
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
欧
米
列
強
諸
国
に
民
族
の
自
立
を

あ
え
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

彼
の
死
後
、
そ
の
数
々
の
業
績
を
記
念
し
て
創

設
さ
れ
た
の
が
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
で
す
。
１
９
５

８
年
の
第
１
回
以
来
、
現
在
ま
で
マ
ザ
ー
・
テ
レ

サ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
全
域

か
ら
２
０
０
以
上
の
個
人
や
団
体
が
賞
を
受
け
て

お
り
、
受
賞
者
の
中
に
は
多
く
の
日
本
人
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
な
日
本
人
の
受
賞
者

は
、
市
川
房
枝
（
婦
人
参
政
権
と
女
子

差
別
撤
廃
に
人
生
を
か
け
た
）、
緒
方

貞
子
（
日
本
人
と
し
て
国
連
活
動
の
第

一
人
者
）、
若
月
俊
一
（
元
長
野
県
佐

久
総
合
病
院
長
と
し
て
日
本
の
集
団
検

診
実
施
の
さ
き
が
け
）、三
木
行
治
（
元

岡
山
県
知
事
と
し
て
賀
川
豊
彦
に
共
鳴

し
、
岡
山
県
対
が
ん
協
会
の
発
足
や
ア

イ
バ
ン
ク
の
設
立
な
ど
国
に
先
ん
じ
た

医
療
・
福
祉
施
策
を
展
開
）、
平
松
守

彦
（
一
村
一
品
運
動
を
普
及
し
た
元
大

分
県
知
事
）、
平
山
郁
夫
（
画
家
と
し

て
中
国
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
の
文
化
財

保
護
に
貢
献
）
な
ど
で
す
。

　

本
年
は
「
核
の
な
い
世
界
を
つ
く
る

と
い
う
政
治
的
な
意
志
を
築
い
た
」
と

し
て
秋
葉
忠
利
広
島
市
長
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
い
よ
い
よ
年
の

瀬
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
新
し
い
年
、
２
０
１
１
年
が
市
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
明
る
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
一
年
間
、
私
の
拙
い
市
長
通
信
を
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

−

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞

−

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
申
請
書
提
出
の

お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

作
成
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
資
格
の
あ
る
方

　

阿
南
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方
（
平
成
３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
方
。

②
前
記
の
方
と
住
民
票
が
同
一
の
世

帯
の
親
族
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者
で

あ
っ
て
、
年
間
に
概
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
す
る
方
。

●
申
請
の
方
法

　

実
行
組
長
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
た

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
実

行
組
長
か
ら
市
へ
の
提
出
期
限
は
、

１
月
10
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
申
請
が
な
い
場
合
は
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
実
行
組
に
属
し
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
を
各
支
所
ま
た
は
住
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
（
☎

22

－

３
７
９
０
）
ま
た
は
選
挙
管
理

委
員
会
（
☎
22

－

３
７
９
１
）
へ

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
荒
天
時

は
３
月
21
日
㈷
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
商
工

観
光
労
政
課
内　

阿
南
市
活
竹
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
２
９

０
）
へ

第
39
回

阿
南
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

日
時　
平
成
23
年
１
月
16
日
㈰

開
会
式
：
午
前
９
時

ス
タ
ー
ト
：
午
前
９
時
30
分

会
場　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん
で
ん
Wa
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド

種
目　
①
小
学
４
年
・
５
年
・
６
年

生
の
部
（
女
子
）
１
・
７
㌔
（
男

子
）
２
・
２
㌔
②
中
学
生
の
部
（
男

女
別
）
３
・
０
㌔
③
高
校
一
般
の
部

（
男
女
別
）
３
・
０
㌔
④
壮
年
の
部

（
男
女
別
）
３
・
０
㌔

定
員　
４
０
０
人
（
受
付
順
）

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
無
料
）

申
込
期
間　
12
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

臨
時
保
育
士
募
集

　

平
成
23
年
度
に
市
立
保
育
所
で
勤

務
す
る
臨
時
保
育
士
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格

を
持
ち
、
保
育
に
意
欲
が
あ
る
人
は
、

臨
時
保
育
士
と
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
際
に
、

面
接
等
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
貼
付
）
と
、
保
育
士
証
等
の

写
し
を
、
平
成
23
年
１
月
28
日
㈮
ま

で
に
、
人
事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

第
20
回

阿
南
市
活
竹
祭
出
店
者
募
集

　

合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
開
催
す

る
第
20
回
阿
南
市
活
竹
祭
へ
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
23
年
１
月
12
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

第
20
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時　
平
成
23
年
３
月
20
日
㈰　

午

住　宅　用
火災警報器

設置期限　平成23年５月31日

設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

１ 対象住宅等
・戸建て住宅
・店舗併用住宅
・共同住宅等

２ 設置場所
・全ての寝室
・寝室が2階にあ

る場合は２階の
階段

・台所（推奨）

問い合わせは
消防本部予防課

（☎22－3799）へ

　

左
図
に
示
す
区
間
に
お
い
て
、

道
路
工
事
に
伴
う
通
行
制
限
を
行

っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

規
制
区
間　
市
道
領
家
学
原
線
の

領
家
町
か
ら
学
原
町
ま
で

工
事
内
容　
道
路
舗
装
、
道
路
照

明
設
置
、
道
路
標
識
設
置
工
事

規
制
予
定　
平
成
23
年
３
月
末
ま

で問
い
合
わ
せ
は  

土
木
課
（
☎
22

－

１
５
９
５
）
へ

道
路
工
事
に
よ
る
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

阿
南
駅

●市役所 ●書店

●コンビニ

●法務局
市道滝ノ下畭線

富岡東●
高等学校

●

●ＧＳ
至宝田 県道富岡港線

●
富
岡
小
学
校

●
皇
子
神
社

至
見
能
林

至
那
賀
川

国
道
55
号
線
バ
イ
パ
ス

市
道
領
家
学
原
線

商工業
振興センター

至宝田

至
見
能
林

国
道
55号
線

Ｎ

工事区間
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あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

231件（2,202）
0人（    4）

45人（  428）

救 急 件 数
搬送人員

270件（2,542）
265人（2,473）

火 災 件 数
損 害 額

2件（   37）
8,975千円（42,837千円）

●阿南署管内平成22年10月分合計　(　)内は１月からの累計

年
末
特
別
警
戒
の
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。
阿
南
警
察
署
で
は

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
阿
南
市
で
あ
る
た
め

に
、
今
年
も
１
年
間
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
警
察
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
１
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

12
月
は
さ
ら
に
防
犯
体
制
の
強
化
に

努
め
、
警
戒
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
阿
南
市
の
町
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

阿
南
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
グ
ラ
ス
の
製

作
及
び
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
阿
南
商
工
会
議
所　

野
村
（
☎
22

－

２
３
０
１
）
ま

で
。そ

の
他 

▼
「
竹
人
形
作
り
・
星
形
あ
ん
ど
ん
作
り
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
グ
ラ
ス
作
り
」
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
を
常
時
開
催
中
！

▼
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
グ
ラ
ス
作
り
」
常
時
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
（
☎
24

－

３
１
４
１
）
へ

●阿南市社会福祉協議会職員を募集します
　平成23年４月に採用する阿南市社会福祉協議会職員を募集しますので、希望者はお申し込みください。
【採 用 職 種】　地域福祉課職員（地域福祉活動推進業務）
【試 験 日】　平成23年１月23日㈰ 　　　　　　　　　　　　
【採用予定人員】　１人
【応 募 資 格】　昭和55年４月２日以降に生まれた方で、日本商工会議所簿記検定２級以上の資格及び

普通自動車運転免許を有し、パソコン操作が可能な方。　
【申 込 期 限】　12月20日㈪　

※窓口受付は、平日午前８時45分から午後５時15分まで。（土・日・祝日は除く）
※郵送による申し込みは、12月20日㈪消印まで有効。

【申 込 方 法】  阿南市社会福祉協議会備え付けの「受験申込書」に必要事項をご記入のうえ、お申し込
みください。郵送での申し込みは、必ず「簡易書留」にし、380円分の切手を同封して
ください。なお、受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」
と朱書し、120円分の切手を同封してください。

●阿南市身体障害者連合会会員募集チラシのデザインを募集
【応 募 規 定】　 ▼Ａ４版カラー ▼オリジナル作品で未発表のもの ▼１人何点でも応募可
【募集締切日】　平成23年２月28日㈪必着
【申し込み・問い合わせ】　同連合会事務局（阿南市社会福祉協議会内）
※採用された方には賞状と懸賞金を贈呈いたします。

申し込み・問い合わせは
〒774-0030　阿南市富岡町北通９番地　阿南市社会福祉協議会（☎23−7288・ＦＡＸ22−7142）へ
ホームページアドレス　http://www4.plala.or.jp/ananshi-shakyo/index.html

阿南市社会福祉協議会からのお知らせ

■展示コーナー（12月）
開　催　日　時 催　し　の　内　容

１日㈬〜26日㈰　
午前10時〜午後８時

押し花アート展
LEDの立体額や押し花、冬の風景やクリスマスを表現。

■体験コーナー（12月）
開　催　日　時 催　し　の　内　容

４日㈯　午前10時〜午後３時 押し花のクリスマス小物作り／生花の押し花作り
●参加費 300円

５日㈰　午前10時〜午後３時 押し花の年賀ハガキ作り　●参加費 300円

12日㈰　午前10時〜正午
午後１時〜３時

クリスマスＬＥＤオブジェ作り
●参加費 1,000円　●定員 各20人　●申込受付 12/1〜

■ボランティア活動（12月）

18日㈯　
19日㈰　午後１時〜５時

ＬＥＤグラスを作ってクリスマスイベントに参加しよう
イベントに使用するＬＥＤグラスを作ります。インスタ
ントコーヒー瓶（ふた付き）くらいの瓶をご持参くださ
い。どなたでも参加できます。
※小学生以下のお子さまは保護者同伴。

阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

か
ら
の
お
知
ら
せ
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阿南駅東口駐車場をご利用ください
　阿南駅東口に市営駐車場を設置しています。
　高速バスや阿南駅を利用される場合、また阿南駅前商店街にお出かけの際は、ぜひ阿南駅東口駐車場をご利用ください。

○利用可能台数　127台　　○駐車料金　500円／24時間

国道55号

JR阿
南
駅

原田病院

フジグラン阿南

富岡東高等学校阿南市
市民会館

商工業振興
センター

聖母幼稚園

第２駐車場第２駐車場

市
道 

領
家
学
原
線

ホームセンター
ダイキ阿南店
ホームセンター
ダイキ阿南店

阿南駅東口駐車場

第１駐車場第１駐車場案

凡　例… 案内看板案

案

案 案
阿南駅発着高速バス時刻表（平成22年12月１日改正）

問い合わせは
◎阿南駅東口駐車場に関することは
　まちづくり推進課（☎22－1596）へ
◎高速バスに関することは
　ＪＲ四国バス（☎088－602－1090）へ
　徳島バス　　（☎088－622－1826）へ

駐
車
場
ご
案
内
図

「
人
権
教
育・ 

啓
発
市
民
講
座
」

日
時　
12
月
21
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館　

視
聴
覚
室

内
容　
講
演
「
人
権
問
題
と
し
て
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
」
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
イ
ド
愛
媛
代
表　

江
戸　

康
敏

さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

年
末
年
始
の
青
空
市
の
お
知
ら
せ

年
末	

12
月
30
日
㈭　

年
始	

1
月
14
日
㈮

会
場　
市
民
会
館
駐
車
場

時
間　
午
前
６
時
〜
11
時

※
雨
天
決
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

●締切日は希望月の前々月の末日
　２月号 … 12月28日㈫
　３月号 … １月31日㈪
　お早めにご提出ください。
　秘書広報課（☎22−1110）

「市民の情報ひろば」
原稿締切日のお知らせ

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

▼
一
般
行
政
業
務

休
み　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

仕
事
始
め　
１
月
４
日
㈫
か
ら

※
休
み
期
間
中
の
「
出
生
届
」「
死

亡
届
」
な
ど
の
届
け
出
は
、
市
役
所

本
庁
宿
直
室
（
地
下
１
階
）
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。（
☎
22

－

１
１
１
１
）

▼
葬
斎
場
（
☎
22

－

０
６
２
３
）

休
み　
１
月
１
日
㈷
、
２
日
㈰

※
年
内
の
業
務
は
12
月
31
日
㈮
ま
で

で
、
年
始
は
１
月
３
日
㈪
か
ら
。　

　
▼
ご
み
収
集
・
し
尿
収
集

　

広
報
あ
な
ん
12
月
号
折
り
込
み

「
美
し
い
あ
な
ん
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
館

休
み　
12
月
28
日
㈫
〜
１
月
４
日
㈫

※
く
わ
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

▼
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

休
み　
12
月
29
日
㈬
、
30
日
㈭

　
　
　

１
月
４
日
㈫
〜
７
日
㈮

営
業　
12
月
31
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈪

※
平
常
業
務
は
１
月
８
日
㈯
か
ら
。

（
☎
21

－

３
０
３
０
）

▼
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
温
水
プ
ー
ル

休
み　
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

泳
ぎ
始
め　
１
月
４
日
㈫
午
前
10
時

（
☎
22

－

８
７
３
３
）

発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
※  5:58 阿南→舞子→大阪駅→難波 9:20 徳島バス 
6:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 10:10 徳島バス
8:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 12:10 徳島バス
10:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 14:10 徳島バス
12:48 阿南→舞子→大阪駅→難波 16:10 徳島バス
16:53 阿南→舞子→大阪駅→難波 20:15 徳島バス
18:18 阿南→舞子→大阪駅→難波 21:40 徳島バス
20:05 阿南→渋谷→浜松町→品川 6:30 徳島バス
20:50 阿南→新宿→東京駅→新木場駅 7:55 JR四国バス

●上り

発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
7:30 難波→大阪駅→舞子→阿南 10:52 徳島バス
9:30 難波→大阪駅→舞子→阿南 12:47 徳島バス
11:40 難波→大阪駅→舞子→阿南 14:57 徳島バス
13:55 難波→大阪駅→舞子→阿南 17:12 徳島バス
15:50 難波→大阪駅→舞子→阿南 19:07 徳島バス
17:50 難波→大阪駅→舞子→阿南 21:07 徳島バス
※18:55 難波→大阪駅→舞子→阿南 22:12 徳島バス
20:30 新木場駅→東京駅→新宿駅→阿南 7:31 JR四国バス
20:50 品川→浜松町→渋谷→阿南 7:05 徳島バス

●下り

※印の便は土・日のみユニバーサル・スタジオ・ジャパンを経由します。
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  9：30　 開場
10：00　 開会宣言
  人権啓発標語・ポスター・人権作文表彰式
  人権作文最優秀作品発表
12：30　 人権劇／劇団あゆみ・阿南
14：00　 手話落語・日本手話落語協会

■夢ホール

・人権啓発標語・ポスター優秀作品・人権の花運動のポスター展示
・人権擁護委員コーナー・男女共同参画コーナー・手話教室
・ふれあいのまちづくりフェア作品展示・バザー・飲食物販売等

■文化会館・前庭

・子どものための特設人権相談所開設

■富岡公民館

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22－3094）へ

第14回 阿南市
人権フェスティバル

テーマ「明るく住みよいまちづくり」

第12回ふれあいのまちづくりフェア同時開催

※入場無料。託児所あります。

※天候により、当日のイベントの時間、場所等が変更する場合があります。

文化会館（夢ホール）・富岡公民館会　場

阿南市人権フェスティバル実行委員会主　催

阿南市、阿南市教育委員会、阿南市人権教育協議会、
阿南市人権擁護委員会、ふれあいのまちづくりフェア実行委員会共　催

阿南市人権尊重のまちづくり条例の趣旨に基づき、
すべての人の人権が尊重される阿南市をめざして、
さまざまな啓発活動を行います。

10：00 〜15：30

日

12
／5

人権劇 「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
子
守
唄
」

ひとにやさしい
落語の祭典
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●親子クリスマスケーキ作り

日時　12月11日㈯
　　　午前10時〜正午（９時40分集合）
場所　見能林公民館　※託児室あり
対象　小学生以上のお子さまとその保護者
定員　15組（申込受付順）
参加費　１人500円
申込受付　12月１日㈬午前９時〜

●クリスマス会（無料）
日時　12月18日㈯　
　　　午前10時〜正午（受付：９時30分〜）
場所　ひまわり会館
※先着300人のお子さまにサンタさんから
　プレゼントあり。どなたでもどうぞ。

●会員を募集しています

子育てを支援し合あう子育て応援団です。
登録は無料です。

申し込み・問い合わせは
阿南ファミリー・サポートセンター
（☎24—5550）へ

●クリスマス・ライブ

ロックバンドやアコースティックギターの弾き語り
など、アマチュア・ミュージシャンによる熱いライ
ブをお楽しみください。
日時　12月19日㈰　正午開演予定
会場　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料
問い合わせは
情報文化センター（☎44−5000）へ

●クリスマスおはなし会（入場無料）

日時　12月18日㈯　午後２時〜３時　
　　　※受付は午後１時30分から
場所　阿南市情報文化センタ−３階　視聴覚室
内容　・大型紙しばい「サンタクロ−スときこり」
　　　・大型絵本「いつもいっしょに」
　　　・工作「作ってみよう！パクパクサンタ」

ほか
問い合わせは　羽ノ浦図書館（☎44−2100）へ

●おはなしのポケットのクリスマス
　おはなし会（入場無料）

日時　12月19日㈰　午前11時〜
場所　那賀川図書館　視聴覚室
内容　・ブラックパネル

「ミドルくんのくるま」
・マジックシアタ−
「不思議な帽子」ほか

問い合わせは　
那賀川図書館（☎42−3111）へ

●冬休みおたのしみ会（入場無料）

日時　12月26日㈰　午後２時〜
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
内容　・人形劇
　　　　「いたずらタヌキのポン吉、ポン太」

・英語で歌おう、遊ぼう。
・楽しもう！大型絵本・紙芝居
・しりとりで頭の体操！
・つくろう、遊ぼう。

問い合わせは
阿南図書館（☎23—2020）へ

クリス
マスイベント

牛岐城趾公園・光のまちステーションプラザ・JR阿南駅ほか

主催

日時 12月23日 祝 	　25日 土 	18:00～22:00

ANAN Luminous Town Project 2010 X’mas

光のまち阿南

阿南光のまちづくり実行委員会（阿南商工会議所内）☎ 22−2301

竹とＬＥＤがコラボした
巨大な「阿南スカイツリー」が登場

場所

阿
南
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

阿南ファミリー・サポートセンター 図　書　館

コスモホール
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★ふたご座流星群観望会（有料・申込不要）

　３大流星群の１つ「ふたご座流星群」の出現がピークを
迎える12月に観望会を行います。
日　時　12月14日㈫　19：00～21：00
参加料　大人300円、高校生250円、小・中学生200円、

幼児は無料
※流星群のほかに木星の観望も行います。

★皆既月食観望会（無料・申込不要）

　日本で見られる皆既月食としては、2007 年８月 28 日
以来３年ぶりとなります。今回は、皆既月食が見られる時
間帯が早く、現象も短時間のため、観望料を無料とします。
大小の望遠鏡を使ってさまざまな倍率で観察できます。
日　時　12月21日㈫　17：30～19：00

（参考）月食が見られる時間帯（21日の月の出は16：51）

月食の最大 皆既の終わり 月食の終わり
17：17ころ 17：53ころ 19：01ころ

★新春たこ作りとたこあげ大会（無料）

　昔ながらの遊び「たこあげ」にチャレンジしてみよう。
たこを作った後に、たこあげも行います。
日　　時　１月５日㈬　10：00～11：00

13：30～14：30　の２回
対　　象　小学生以上のお子さまとその保護者
参加方法　当日、開始時間までにお越しください。

２回とも先着10組までとします。
※たこを持参すれば、たこあげは自由に参加できます。

★科学の広場（無料）

　子ども向けで、10：30と13：30から実施しています。

実施日 テーマ
12月23日㈭ 小さなクリスマスリースを作ろう

25日㈯ プラ板キーホルダーをつくろう
26日㈰ 紙の十字しゅり剣を作って飛ばしてみよう
28日㈫ リサイクル油でアロマキャンドルを作ろう

★おもしろ科学実験（無料）

　毎週土・日曜日の11：00と14：00、冬休み期間中の平日
14：00から実施します。

実施日 テーマ
12月 4日㈯ ぬれたろ紙に電流を流すと色が変わるかな

 5日㈰ ツバキの実から椿油をとりだそう
11日㈯ 発明、阿南の竹でエジソン電球製作実験
12日㈰ ミカンの皮でとけるものを見つけよう
18日㈯ 超簡単ネオジウム磁石モーターカー
19日㈰ ジュースやかんづめ缶で転がる速さ比べ
25日㈯ 光のまち阿南、LEDを確かめてみよう
26日㈰ バイオメタルを使って人工筋肉の実験をしよう
28日㈫ いろいろな物質の結晶ができる様子を観察

科学センターからのお知らせ

第12回  邦楽への招待

『邦楽～雅の祭典』チケット発売開始
　琴、三味線、尺八ほか、優雅な邦楽の調べをご堪能ください。
日　時　平成 23 年２月 27 日㈰　午後１時開演
会　場　コスモホール（情報文化センター）
出　演　徳島県邦楽協会
入場料　一般 1,000 円・高校生以下 500 円

（全席自由。当日券は各 500 円増し）
※12月12日㈰より、情報文化センター、夢ホール、市民会館、

平惣書店ほかにて発売いたします。

　上記のイベントのほかに、大型天体望遠鏡を使った昼
間・夜間の観望会を実施しています。くわしくは、お問
い合わせください。

問い合わせは　科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：12 月 6 日㈪、13 日㈪、20 日㈪、27 日㈪、年末年始 29 日㈬〜平成 23 年１月３日㈪

　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

問い合わせは　情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎12月の休館日：6日、13日、20日、27日〜31日

情報文化センターからのお知らせ 福井中学校人権劇シナリオ集

「人権劇の歩み」が完成
　昭和 59 年に始まった福井中
学校の人権劇。「差別をなくそ
う」と、学習会に参加する６人
の生徒と 20 人の仲間が立ち上
がり第１作「春

はる

寒
がん

」が上演され
て以来、27 年間、福井中学校の
伝統行事として受け継がれてき
ました。この人権劇の第１作から 26 作までの歩みを
まとめたシナリオ集が完成しました。人権劇を通し
て自分たちの力で差別を解消しようと訴え続けてき
た福井中学校の皆さんの熱い思いが込められた「人
権劇の歩み」。人権啓発用の教材などで幅広くご活用
ください。（１冊 3,000 円で販売しています。）
問い合わせは　福井中学校（☎34－2234）または

福井公民館（☎34－2250）へ

広報 平成22年（2010年）12月1日 〔第629号〕11



News Oasis ニュースオアシス

Ｗウ
ィｅ	

♥ラ
ブ	

Ｍ

マ
ン
ド
リ
ン

ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｌ
ｉ
ｎ

　
10
月
10
日
、
羽
ノ
浦
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
定
期
演
奏
会
が

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
部
員
26
人
が
全
15
曲
を
披
露
。

コ
ン
ク
ー
ル
曲
な
ど
完
成
度
の
高
い
演
奏
に
、
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
観
客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。「
昨

年
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
西
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
に
輝
い
た
こ

と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
周
り
の
温
か
い
励
ま
し
に
支
え
ら

れ
、
３
年
間
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
話
す
部
長
の

生
田
美
聡
さ
ん（
中
３
）。
顧
問
の
和
泉
淳
子
先
生
か
ら
は
、「
こ

の
３
年
間
の
頑
張
り
を
自
信
に
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て
は
ば
た

い
て
ほ
し
い
。」
と
、
卒
業
す
る
３
年
生
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

新人消防団員が初任科教養訓練に汗
　10月24日、第36期新入団員の初任科教養訓練が消防本部で行われ、66人が基本動作などの訓練を行いました。
　訓練では、整列や敬礼など基本動作のほか、ホースの結合や延長など実技訓練も行いました。受講者を代表して修了証を受け取った
竹路　晃さん（加茂谷分団第７班）は、「消防独特の動作に戸惑いもありましたが、先輩を見習って操法技術を磨きたい。」と話してい
ました。本市の消防団員数は、11月１日現在で1,459人となっています。

水
・
土
・
底
質
の

環
境
調
査
を
実
施

　
10
月
21
日
、
主
要
河
川
や

海
域
の
水
質
・
底
質
、
ほ
場

の
土
壌
に
お
け
る
環
境
汚
染

状
況
に
つ
い
て
経
年
変
化
を

調
べ
る
た
め
、
市
内
50
カ
所

で
４
４
５
検
体
を
採
取
し
て

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
検
査

結
果
は
、
来
年
１
月
末
に
出

る
予
定
で
す
。

　
11
月
３
日
、
ふ
れ
あ
い
学
級
の
児
童
や
生
徒
と
そ
の
保
護
者
に
よ
る
「
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
松
か
さ
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
や
、

お
菓
子
の
販
売
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
よ
そ
７
０
０
品
用
意
さ
れ
た
バ
ザ
ー
で
は
、
開
店
と
同
時
に
大
勢
の
方
が
詰

め
掛
け
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
学
級
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
心
の
居
場
所
で
あ
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
安
心
で
き
る
所
。
地
元
の
温

か
い
支
援
も
あ
り
、
悩
め
る
不
登
校
児
童
・
生
徒
を
育
む
す
ば
ら
し
い
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
す
日
根
美
野
子
さ
ん
（
指
導
員
代
表
）。
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
の
体
験
が
、
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の
自
信
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

心のよりどころはみんなの居場所

コスモホールで羽ノ浦中学校マンドリン部が演奏するようす。

横見町でほ場の検体を採取するようす。

ふれあい学級の生徒とアンダンテによるミニ音楽会
のようす。

新入団員がホース延長を訓練するようす。
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阿南市の秋を彩る
文化の祭典

　
10
月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
39
回
阿
南
市
文
化
祭
。
音
楽
祭
や

舞
踊
祭
、
美
術
展
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
月
31
日

の
華
道
展
で
は
、
柿
や
さ
ん
ざ
し
な
ど
の
実み

物も
の

を
使
っ
て
秋
の
景
色

を
表
現
し
た
景
色
花
な
ど
８
流
派
82
人
に
よ
る
力
作
が
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。
出
品
さ
れ
た
住
吉
町
の
久
保
脇
和
子
さ
ん
（
81
歳
）
は
、「
紅

葉
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
花
材
が
多
く
使
わ
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
裏
千
家
の
皆
さ
ん
が
立り
ゅ
う

礼れ
い

で
お
点
前
を
披
露
。

来
場
者
は
、
香
り
高
い
お
茶
と
和
菓
子
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
茶

道
を
始
め
て
４
年
目
の
小
西
さ
ん
（
宝
田
町
）
は
、「
茶
道
を
通
じ

て
感
謝
と
気
遣
い
精
神
を
学
ん
で
、
自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
。」

と
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

桃
太
郎
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
11
月
３
日
、
阿
波
公
方
・
民
俗

資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
那
賀
川
公

方
の
祭
典
の
阿
波
公
方
さ
ま
成
り

き
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
見
事
に
優

勝
し
た
桃
太
郎
徳
島
の
皆
さ
ん
。

３
時
間
余
り
か
け
て
作
り
上
げ
た

桃
太
郎
の
鎧
兜
に
は
、
物
語
に
登

場
す
る
犬
、
猿
、
き
じ
が
描
か
れ
、

背
中
に
は
日
本
一
の
文
字
。
腰
に

は
き
び
団
子
を
入
れ
る
巾
着
も
吊

る
さ
れ
る
な
ど
、
鬼
退
治
さ
な
が

ら
。
優
勝
の
発
表
を
聞
い
た
３
人

は
、「
ほ
か
の
人
が
大
き
い
鎧
兜

を
作
っ
て
い
た
の
で
負
け
る
と
思

い
ま
し
た
。」
と
優
勝
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

津
峯
参
詣
リ
フ
ト
が
運
行
再
開

　
平
成
19
年
１
月
か
ら
運
休
し
て
い
た
津
峯
参
詣
リ
フ
ト
の
改
修
工
事
が
終
わ

り
、
11
月
１
日
か
ら
通
常
運
行
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
31
日
に
行
わ
れ
た

記
念
式
典
で
、
宮
司
の
林　
重
徳
さ
ん
は
、「
安
心
・
安
全
な
運
行
を
心
掛
け
、

阿
南
市
の
観
光
拠
点
の
一
つ
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
よ
く
訪
れ
る
と
い
う
田
中
ひ
ら

り
さ
ん
（
今
津
小
６
）
は
、「
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。」
と
、
リ
フ
ト
か

ら
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

次
代
の
理
容
師
誕
生
に
期
待

　
理
容
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
11
月
１
日
、
㈶
徳
島

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
催
し
た

後
継
者
育
成
支
援
事
業
が
加
茂
谷
中
学
校
で

行
わ
れ
、
全
校
生
約
60
人
が
プ
ロ
の
技
術
を

学
び
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
行
わ
れ
た
理
容
体
験
で
は
、
ウ

ィ
ッ
グ
を
使
っ
て
カ
ッ
ト
や
ア
イ
ロ
ン
カ
ー

ル
な
ど
に
挑
戦
。
ネ
イ
ル
ケ
ア
や
フ
ェ
イ
シ

優勝した桃太郎徳島の皆さん。左から篠原天音さん（今津小４）、
渡辺七彩さん（平島小６）、渡辺イオナさん（平島小２）。

待ちわびた市民がリフトに乗って参詣するようす。

ヘアーアイロンの指導を受ける稲生さん。

華道展のようす。お客さんをもてなす小西さん（左手前）。

ャ
ル
エ
ス
テ
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
の
擬
似
体

験
も
行
い
ま
し
た
。
吉
谷
智
雄
さ
ん
（
津
乃

峰
町
）
か
ら
ヘ
ア
ア
イ
ロ
ン
の
指
導
を
受
け

た
稲
生
美
穂
さ
ん
（
中
２
）
は
、「
ヘ
ア
ア

イ
ロ
ン
で
カ
ー
ル
を
巻
く
の
は
初
め
て
。
学

校
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
体
験
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
で
理
容
店
を
営
む
井
沢
忠
昭
さ
ん
は
、

後
継
者
が
少
な
く
な
る
な
か
で
、
こ
う
し
た

体
験
を
通
じ
て
少
し
で
も
理
容
業
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
次
代
の
理
容
師
誕

生
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
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News Oasis ニュースオアシス

　
11
月
12
日
、
愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
22
回
全

国
消
防
操
法
大
会
に
加
茂
谷
分
団
第
７
班
が
出
場
。
ポ
ン

プ
車
の
部
で
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
団
24
隊
が
速

さ
や
動
作
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
応
援
団
が
見
守
る
な
か
、

指
揮
を
務
め
る
中
西
伴
起
さ
ん
の
号
令
で
ポ
ン
プ
車
操
法

が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
糸
乱
れ
ぬ
機
敏
な
動
き
で
次
々
と

ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
標
的
に
向
か
っ
て
放
水
。
強

豪
県
に
一
歩
も
引
け
を
と
ら
な
い
健
闘
ぶ
り
に
、
応
援
席

か
ら
は
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
惜
し
く

も
入
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
大
会
を
終
え
た
一
番
員
の
亀

島
正
敏
さ
ん
は
、「
出
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
言
い
表
せ

な
い
緊
張
を
覚
え
ま
し
た
。
共
に
戦
っ
て
き
た
仲
間
と
と

も
に
満
足
の
い
く
競
技
が
で
き
ま
し
た
。」
と
大
会
を
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
７
月
26
日
に
オ

ー
プ
ン
し
て
以
来
、
８
年
３

カ
月
余
り
経
過
し
た
11
月
７

日
、
入
館
者
が
50
万
人
を
達

成
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

50
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ

た
羽
ノ
浦
町
の
前
橋
勇
治
さ

ん
（
15
歳
）
に
は
、
岩
浅
市

長
か
ら
記
念
証
が
手
渡
さ
れ
、

記
念
品
と
し
て
竹
人
形
や
Ａ

Ｍ
Ａ
の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

船
瀬
温
泉
入
館
者
数

50
万
人
達
成

　
約
１
，
５
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

っ
た
あ
な
ん
健
康
ま
つ
り
。
人
気
を
集
め

て
い
た
の
は
身
体
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
、
血

管
年
齢
や
骨
密
度
検
査
に
は
長
い
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
毎
年
受
診
し
て
い
る
と

い
う
領
家
町
の
幸
田
福
枝
さ
ん
（
77
歳
）

は
、「
昨
年
と
の
比
較
で
健
康
状
態
を
確

か
め
て
い
ま
す
。
注
意
点
が
あ
れ
ば
食
事

面
で
気
を
つ
け
る
な
ど
、
健
康
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
徳
島
文
理
大
学
児
童
学
科
の
岡
山
千

賀
子
先
生
が
「
幼
児
期
の
子
ど
も
に
と
っ

て
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
、
心
、
身
体
、

知
力
を
伸
ば
す
大
切
な
要
素
。
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
親
子
が
ふ
れ
合
う
時
間

を
意
識
的
に
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う

あ
な
ん
健
康
ま
つ
り
（
10
月
14
日
）

　
40
歳
以
上
の
野
球
選
手
を
対
象
と
し
た
生
涯
野

球
大
会
で
は
初
と
な
る
50
歳
以
上
の
選
手
や
監
督

で
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
実
年
層
の
大
会
が
阿
南
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
に
は
県
外
１
チ
ー
ム

を
含
む
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
甲
子
汽

船
Ｏ
Ｓ
が
初
代
優
勝
チ
ー
ム
に
輝
き
ま
し
た
。

西日本生涯実年野球の第１回大会を阿南市で開催

全国大会に出場した加茂谷分団第７班の皆さん。

身体測定コーナーのようす。

岩浅市長から祝福を受ける前橋さん（左）と友人の皆さん。

アグリあなんスタジアムで行われた開会式のようす。

加
茂
谷
分
団
第
７
班
全
国
大
会
で
健
闘
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●日　時　12月19日㈰　午後２時開演（午後１時30分開場）
●場　所　夢ホール（文化会館）　
●入場料　１人500円（高校生以下入場無料）
　このコンサートは、音楽科の卒業者や定期的に演奏活動を開催している団体
を対象に公募して行う演奏会です。今回も県内外で活躍する新進気鋭の音楽家
の皆さんにご出演いただきます。
　ご来場の皆様には、出演者の中からオーディエンス賞を決めていただきます。

第８回

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

夢ホールコンサート

年末年始のお知らせ

那賀川図書館　☎42－3111

☆おはなし会・
　おはなしのポケット主催
　毎週日曜日　午前11時～
◎中学生によるピアノ演奏  
　毎週土曜日　午前10時～（約10分間）
■おはなしのポケットのクリスマスおはなし会
　12月19日㈰　午前11時～

阿南図書館　☎23－2020
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　毎週日曜日　午後２時～３時
★ぴよちゃんくらぶ

赤ちゃん（０～３歳）のための
おはなし会　午前10時30分～11時

■冬休みおたのしみ会
12月26日㈰　午後２時～

☆おはなし会・
　こすもすおはなし会主催
　毎週土曜日　午後２時～
■クリスマスおはなし会
　12月18日㈯　午後２時～３時

羽ノ浦図書館　☎44－2100

阿南市立図書館だより
12	月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
阿南図書館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 ■ 休 年末年始は

休館します

12月28日～
１月４日まで

那賀川図書館
10:00〜18:00

蔵書点検による　　　　　　　	特別休館日 ◎ ☆ 休 ◎ ■ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ■ 休 ☆ 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　■…冬のイベント　◎…中学生によるピアノ演奏）

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
12月１日 ㈬ 阿 南 荘 前 13:30〜14:00 10日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14:10〜14:40

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14:20〜14:50 山 口 分 館 前 14:50〜15:20
王 子 製 紙 社 宅 前 15:00〜15:30 14日 ㈫ 上 中 分 館 前 14:20〜15:00

２日 ㈭ 新 野 公 民 館 前 13:45〜14:20 15日 ㈬ 大 潟 分 館 前 14:00〜14:30
新 野 駅 前 14:30〜15:00 見 能 林 公 民 館 前 14:40〜15:10

３日 ㈮ 加 茂 谷 中 学 校 前 12:50〜13:20 16日 ㈭ 椿 公 民 館 前 13:45〜14:15
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13:40〜14:20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14:30〜15:00
大 野 公 民 館 前 14:30〜15:00 17日 ㈮ 長 生 公 民 館 前 13:30〜14:00

７日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12:50〜13:30 宝 田 公 民 館 前 14:10〜14:40
旧 福 井 南 小 学 校 前 13:45〜14:15 21日 ㈫ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13:50〜14:30
阿 南 農 協 会 館 前 15:30〜16:00 阿 南 県 営 住 宅 前 14:40〜15:10

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。 阿南図書館　☎23－2020

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

　12 月 28 日㈫〜１月４日㈫までは全館休館します。休館中、ホームページからの本の予約、貸出期限の延長は受け付
けしています。（予約された本の貸し出しは、１月５日㈬以降となります。） 
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神
野
千
鶴
子

薄
紅
葉
三
角
窓
の
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　

令
子

褒
め
ら
れ
も
叱
ら
れ
も
せ
ず
赤
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

秀
春

間
引
す
る
蕪
に
甲
己
つ
け
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

當
代

鰯
雲
砂
の
像
も
て
町
起
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

利
津

古
船
の
切
断
さ
れ
し
秋
の
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ゆ
り
子

し
だ
れ
た
る
先
は
海
面
浦
花
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原　

栄
子

花
道
の
芒
揺
れ
を
り
村
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

夕
起
子

新
涼
や
空
に
ゲ
ゲ
ゲ
の
お
化
け
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　

晴
義

九
寸
五
分
青
き
抜
き
身
や
初
秋
刀
魚

阿

南

川

柳

会

髙

木

旬

笑　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

い
い
事
が
あ
っ
て
迎
え
る
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

よ
く
動
く
口
に
手
足
が
つ
い
て
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

平
凡
な
人
に
も
あ
っ
た
棘
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

選
挙
戦
案
山
子
に
ま
で
も
頭
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

ク
ラ
ス
会
悪
ガ
キ
だ
っ
た
子
が
出
世

平
成
22
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

北
条　

武
子

励
ま
さ
ん
と
か
け
し
電
話
に
貰
い
泣
き
涙
も
ろ
し
よ

母
に
似
て
来
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

恵
美

朝
な
朝
な
嫁
の
つ
く
る
青
汁
に
今
日
も
一
日
守
ら
れ

て
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

恭
子

桜
花
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
舞
い
お
り
て
春
を
一
気
に

飲
み
ほ
し
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

弘
子

救
急
車
に
付
き
添
い
く
れ
し
友
の
手
は
温
か
か
り
き

握
り
返
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

富
子

夜
行
バ
ス
降
り
る
や
東
京
の
人
と
な
り
六
本
木
通
り

す
ま
し
て
歩
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

然
り
げ
無
く
春
に
触
れ
た
り
手
に
囲
む
頬
に
ゆ
る
ゆ

る
沁
む
風
の
脚　

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

ヤ
ス
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
ま
あ
る
く
息
を
吸
い
ゆ
ら
ぐ
球
体

夕
べ
の
風
に

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

佐
野　

極
童

秋
祭
奉
納
俳
句
に
灯
が
点
る

　

私
は
北
原
ミ
レ
イ
の｢

石
狩
挽
歌｣

が
好
き
で
、
こ
の
曲
が
流
れ
る
と
聞
き

惚
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
平
島
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
旧
那

賀
川
町
で
は
職
に
つ
き
、
現
在
は
老
後

を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

 

市
町
村
合

併
に
よ
る
町

名
の
変
化
は
、

よ
り
豊
か
な

生
活
を
求
め

た
結
果
で
あ

り
、
産
業
や

農
業
、
生
活
様
式
の
変
化
に
応
え
る
た

め
で
し
た
。
私
は
こ
の
変
化
を
そ
の

時
々
に
時
代
の
流
れ
と
し
て
受
け
止
め

て
来
た
つ
も
り
で
し
た
。

　

｢

あ
れ
か
ら
ニ
シ
ン
は
ど
こ
に
行
っ

た
や
ら｣

は
、
遠
い
北
海
道
の
ニ
シ
ン

漁
の
出
来
事
と
し
か
受
け
取
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
、
体
調
を
崩
し
、
一
点
を
じ
っ

と
見
つ
め
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
初
め

て｢

挽
歌｣

に
惹
か
れ
る
意
味
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
よ
う
す
は
産
業
や
道
路
、
農
地

整
備
な
ど
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。
輸
送
主
体
が
自
動
車
に
な
り
、
貨

物
列
車
や
筏
、
荷
馬
車
、
大
八
車
、
リ
ヤ

カ
ー
は
今
で
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

甲
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
が
集
ま
る
柳
が
植
え
ら

れ
た
小
川
も
見
か
け
ま
せ
ん
。
ド
ジ
ョ
ウ

や
鰻
、
め
だ
か
、
ふ
な
、

な
ま
ず
、
川
エ
ビ
、
ヤ
モ

リ
は
ど
こ
に
す
み
か
を
替

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
タ

ニ
シ
や
カ
ワ
ニ
ナ
、
ホ
タ

ル
も
随
分
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
我
々
が
願
う
と
願

わ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

い
ろ
ん
な｢

も
の｣

が
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。
今
の
町
並
み
や

生
態
系
を
こ
れ
か
ら
も
守
る
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
か
。

　

時
の
流
れ
の
な
か
で
変
化
は
続
く
で
し

ょ
う
が
、
人
の｢

心｣

は
変
ら
な
い
で
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

｢

か
わ
ら
ぬ
も
の
は
…
。｣

 

次
は
、
富
岡
町
の
近
藤
惠
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

時
の
流
れ
の
中
で 435

那賀川町
勝瀬　勇さん

市
民
文
芸
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その58

室
町
幕
府・平
島
公
方（
二
二
）

荒
井
門
内
立
ち
退
き

　

吉
野
川
市
市
場
町
荒
井
家
は
公
方

家
の
旧
臣
で
あ
る
。
幸
い
同
家
に
は

公
方
家
に
つ
い
て
の
史
料
が
残
さ
れ

て
お
り
、
家
来
の
一
人
で
あ
っ
た
荒

井
家
が
公
方
家
を
退
身
し
た
事
情
が

よ
く
分
か
る
。

　

荒
井
家
の
先
祖
は
荒
川
民
部
正
で

あ
る
。
足
利
義
冬
が
平
島
へ
入
っ
た

時
の
家
来
の
一
人
で
荒
川
民
部
少
輔

珍
国
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
。

　

公
方
入
国
初
期
、
家
来
十
五
人
の

内
の
一
人
で
、
三
河
国
住
人
八
人
と

あ
り
、
後
に
家
来
九
人
に
暇
を
出
し

た
時
に
も
残
留
し
て
い
る
人
物
で
あ

る
。

　

民
部
正
の
四
代
後
裔
に
荒
井
門
内

が
あ
る
。
公
方
四
代
又
八
郎
義
次
の

家
来
で
あ
っ
た
。

　

正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
、
又
八

郎
母
祐
賀
を
め
ぐ
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗

門
に
関
す
る
一
件
の
解
決
に
尽
力
し

た
。

　

祐
賀
の
事
件
は
告
発
者
が
あ
っ
て

処
理
に
つ
い
て
は
幕
府
の
処
断
に
委

ね
ら
れ
た
。
徳
島
藩
に
と
っ
て
対
応

を
誤
ま
る
と
藩
主
の
責
任
の
み
で
な

く
、
蜂
須
賀
家
の
存
亡
に
ま
で
発
展

す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
た
。

　

藩
主
忠
英
を
も
巻
き
込
み
、
こ
の

問
題
に
際
し
家
来
の
荒
井
門
内
が
対

応
に
奔
走
し
た
。

　

対
応
の
過
程
で
、
門
内
は
徳
島
藩

の
家
臣
と
な
り
、
や
が
て
、
公
方
家

を
立
ち
退
い
た
。
退
身
に
つ
い
て
は

公
方
家
当
主
は
き
わ
め
て
不
満
だ
っ

た
。

　

公
方
又
八
郎
は
、
門
内
を
閉
門
さ

せ
、
藩
家
老
に
対
し
て
、
門
内
を
御

城
下
並
び
に
南
方
筋
へ
置
か
な
い
よ

う
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
賀

島
主
水
、
長
谷
川
越
前
は
門
内
に
対

し
て
「
こ
こ
二
、
三
年
は
辛
抱
せ
よ
。

そ
の
う
ち
御
城
下
に
呼
び
戻
し
て
や

ろ
う
。」
と
口
約
束
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　

門
内
の
身
分
に
つ
い
て
心
配
し
た

藩
家
老
賀
島
、
長
谷
川
両
氏
は
門
内

を
阿
波
郡
日
開
谷
口
番
所
役
人
（
五

人
扶
持
、
御
支
配
五
石
）
に
採
用
し

た
。

　

門
内
は
祐
賀
問
題
で
江
戸
へ
上
が

っ
た
際
、
姓
を
荒
川
か
ら
荒
井
に
変

え
て
い
る
。

　

荒
井
家
は
八
郎
左
衛
門
、
紋
内
、

丹
兵
衛
、
和
三
郎
と
続
い
た
が
、
ず

っ
と
日
開
谷
に
土
着
し
、
御
城
下
へ

呼
び
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

門
内
の
嫡
子
八
郎
左
衛
門
は
明
暦
三

年
、
三
人
扶
持
、
御
支
配
五
石
で
召

し
出
さ
れ
、
門
内
二
男
次
郎
兵
衛
は

二
人
扶
持
、
御
支
配
三
石
を
も
ら
っ

て
い
る
。

　

門
内
は
日
開
谷
口
御
番
人
の
ほ
か
、

「
諸
国
よ
り
往
来
人
改
御
用
、
御
林

方
御
用
」
を
加
役
と
し
て
勤
め
て
い

る
。
八
郎
兵
衛
も
番
所
御
番
人
の
ほ

か
、「
阿
波
郡
浦
ノ
池
む
ら
御
林
方

薪
札
改
御
用
」。
孫
の
紋
内
は
本
役

の
ほ
か
「
吉
野
川
筋
流
木
御
用
」
を

兼
任
し
て
い
る
。

　

門
内
と
祐
賀
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門

騒
動
に
つ
い
て
寛
永
十
二
（
一
六
三

五
）
年
、
幕
府
切
支
丹
奉
行
（
長
崎

奉
行
）
榊
原
飛
騨
守
、
日
付
仙
石
大

和
守
た
ち
が
不
慶
伴
天
連
を
調
べ
に

讃
岐
へ
出
張
し
て
き
た
。
あ
わ
て
た

公
方
は
門
内
を
高
松
へ
派
遣
し
、
奉

行
と
接
触
を
図
ら
せ
た
。
し
か
し
、

奉
行
衆
は
生
野
銀
山
へ
出
向
い
た
後

だ
っ
た
の
で
、
門
内
は
生
野
へ
走
っ

た
。

阿波市市場町上喜来にある荒井門内夫妻の墓

　

門
内
は
主
人
又
八
郎
の
手
紙
を
奉

行
衆
へ
渡
し
た
。
手
紙
に
は
「
不
慶

の
こ
と
で
は
以
前
に
一
族
と
も
十
分

吟
味
を
受
け
て
お
り
、
阿
波
国
守
蜂

須
賀
家
に
も
迷
惑
が
か
か
る
の
で
切

腹
も
覚
悟
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

　

祐
賀
に
つ
い
て
は
、「
広
報
あ
な

ん
」
平
成
二
十
二
年
一
月
号
に
詳
述

し
て
あ
る
の
で
参
照
し
て
欲
し
い
。

（
続
く
）

　
　
　

参
考
「
平
島
公
方
史
料
集
」
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お
知
ら
せ

徳
島
地
方
法
務
局
に
お
け
る

会
社
・
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
の
変
更
に
つ
い
て

　

現
在
、
徳
島
地
方
法
務
局
阿
南
支

局
に
お
い
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
会

社
・
法
人
登
記
事
務
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
２
月
７
日
か
ら
、
徳
島
地
方

法
務
局
登
記
部
門
で
取
り
扱
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

 

な
お
、
次
の
事
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
阿
南
支
局
で
取
り

扱
い
ま
す
。

①
会
社
・
法
人
登
記
に
係
る
登
記
事

項
証
明
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付

事
務
（
動
産
、
債
権
譲
渡
登
記
に
係

る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
交
付
事

務
を
含
む
。）
な
お
、
登
記
事
項
要

約
書
の
交
付
事
務
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん
。

②
印
鑑
カ
ー
ド
の
交
付
事
務

③
印
鑑
カ
ー
ド
の
廃
止
事
務

④
電
子
証
明
書
の
発
行
事
務

⑤
電
子
証
明
書
の
使
用
廃
止
事
務

⑥
電
子
証
明
書
識
別
符
号
（
休
止
届

出
用
暗
証
コ
ー
ド
）
の
変
更
事
務

※
会
社
・
法
人
登
記
の
申
請
、
登
記

事
項
証
明
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
請

求
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
郵
送
申

請
に
よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
法
務
省
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shinsei.m
oj.go.jp/

を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
法
務
局

阿
南
支
局
（
☎
22

－
０
４
１
０
）
へ

相
談

「
駅
前
労
働
相
談
会
」開
催

日
時　
12
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時
30
分
（
受
付
は
４
時
ま
で
）

場
所　
徳
島
東
急
イ
ン
６
階「
眉
山
」

相
談
内
容　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、

時
間
外
労
働
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
全
般

相
談
員　
弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員

会
委
員

※
相
談
無
料
・
申
込
不
要
（
事
前
予

約
は
12
月
10
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
は　
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
２

３
４
）
へ

相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時　
12
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

相
談
内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手

続
き
（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、

開
発
許
可
、
自
動
車
運
送
関
係
等
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会
徳
島
南
部
支
部
（
☎
24

－

４
３
３

４
）
へ

相
談

多
重
債
務
法
律
無
料
相
談
会
を
開
催

日
時　
12
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
〜

４
時

場
所　
南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁
舎

※
予
約
優
先
、
当
日
の
受
付
も
可
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
弁
護

士
会
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

５
７

６
８
）
へ

ひろ
ば

市
民
の
情報

募
集

植
松　
努
さ
ん
講
演
会
参
加
者
募
集

　

心
の
底
に
眠
っ
て
い
る
夢
を
再
発

見
し
、
も
う
一
度
夢
に
向
か
っ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
聞
く
人
の
心
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
17
日
㈮　

午
後
６
時
45

分
〜
８
時
30
分
（
６
時
15
分
開
場
）

場
所　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）
研

修
室

定
員　
２
２
０
人
（
中
学
生
以
上
）

内
容　

日
本
一
感
動
す
る
講
演
会

「
ど
う
せ
無
理
…
」
廃
絶
宣
言
！

講
師
：
植
松　

努
さ
ん
（
植
松
電
機

専
務
取
締
役
）

入
場
料　
無
料

申
込
期
限　
12
月
10
日
㈮

※
18
日
㈯
に
は
、
本
校
に
て
ロ
ケ
ッ

ト
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
（http://w

w
w

.anan-th.
tokushim

a-ec.ed.jp/)

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
工
業
高
等
学

校
（
☎
22

－

１
４
０
８
）
へ

募
集

「
文
化
あ
な
ん
14
号
」の
原
稿
募
集

作
品
種
別
と
作
品
字
数

▼
民
話
、
童
話
、
随
筆
、
紀
行
文
等
：

１
編
６
枚
以
内

▼
短
編
小
説
、
文
芸
評
論
、
戯
曲
脚

本
等
：
１
編
12
枚
以
内

▼
現
代
詩
：
１
編
50
行
以
内

▼
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
：
５
句
以
内

▼
漢
詩
：
絶
句
：
２
首
以
内
、
律
詩

１
首

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
方
及
び
市

内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
高
校
生
以
上
の

方
。

募
集
期
限　
平
成
23
年
３
月
１
日
㈫

ご
留
意
く
だ
さ
い　
原
稿
用
紙
は
文

化
あ
な
ん
の
所
定
用
紙
（
30
文
字
╳

25
行
２
枚
で
１
ペ
ー
ジ
）
を
使
用
し
、

原
稿
の
初
め
に
部
門
名
、
題
名
、
氏

名
を
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

発
行
は
５
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
掲
載
の
可
否
は
編
集
委

員
会
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

０
０
３
０　

富
岡
町
西

池
田
１
３
５
番
地
１　

文
化
会
館
内

「
文
化
あ
な
ん
」
編
集
事
務
局
（
☎

21

－

０
８
０
８
）
へ

「必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も」
徳島県最低賃金

平成22年10月16日から

時間額　６
ムシ せられんよ この最賃

４５円
※特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定め
られています。

問い合わせは　徳島労働局労働基準部賃金
室（☎088－652－9165）または最寄の労働
基準監督署へ
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【受 診 期 間】　12月末まで　　　【受 診 費 用】　１人1,000円
【健 診 日 程】　個別健診…県内の医療機関等で実施しています。

集団健診…12月３日㈮　那賀川社会福祉会館　　　受付時間
　　　　　　  ６日㈪　ＪＡあなん大野事業所　　午前８時30分
　　　　　　　17日㈮　ＪＡあなん椿事業所　　　～９時30分

【持ってくるもの】　保険証、平成22年度特定健康診査受診券（６月に送付済み）
【問い合わせは】　保険年金課（☎22－1118）へ

健
康
い
き
い
き
情
報

特定健康診査は生活習慣病を防ぐ
大切な健康診査です。

　このアンケートは国民健康保険加入の 40 歳以上 75 歳未満の方を対象に特定健康診査の受診率向上・周知
拡大を図ることを目的に実施しています。受診券と一緒に送付しましたアンケート用紙にてご回答ください。
また、市ホームページ（トップ画面・受けてトクトク特定健診アンケート実施中）でも受け付けています。

特定健康診査アンケートにご協力ください。（12月31日まで）

　特定健康診査（特定健診）はメタボリックシンドロームに着目した健康診査です。内臓脂肪の蓄積を把握す
ることにより、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の発症や重症化の予防を図ることを目的とし
て、阿南市の国民健康保険に加入されている 40 歳以上 75 歳未満の方を対象に実施しています。
　特定健診は、市内外の医療機関等で受けられる個別健診のほか、ＪＡ支店等で受けられる集団健診もありま
す。まだ、お済みでない方は、必ず受診してください。

⎫
⎬
⎭

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
５
月
以
降
、
予
防
接
種

差
し
控
え
に
よ
り
第
１
期
の
３
回
が

お
済
み
で
な
い
お
子
さ
ま
は
、
残
り

の
回
数
を
第
１
期
ま
た
は
第
２
期
の

年
齢
で
定
期
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ

ま
す
。

第
１
期
（
３
回
）

　

生
後
６
カ
月
以
上
90
カ
月
未
満

○
初
回
接
種
（
２
回
） 

○
追
加
接
種
（
１
回
）：
初
回
接
種

後
お
お
む
ね
１
年
後

第
２
期
（
１
回
）

９
歳
以
上
13
歳
未
満

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

　

加
齢
と
共
に
低
下
す
る
筋
力
を
適

度
な
運
動
で
維
持
向
上
し
、
転
ば
な

い
足
腰
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
９
日
㈭　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
受
付
は
10
時
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
健
康
運
動
指
導
士　

井
上

澄
さ
ん

対
象　
65
歳
以
上
で
運
動
制
限
の
な

い
方

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
手
帳
（
無

い
方
は
交
付
し
ま
す
。）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
「
徳
島
い
の
ち
の
電
話
」
創
設
以

来
31
年
、
い
の
ち
の
電
話
一
筋
に
歩

ん
で
来
ら
れ
た
理
事
長
の
お
話
で
す
。

日
時　
12
月
15
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

演
題　

｢

幸
福
の
青
い
鳥
を
求
め
て｣

講
師　
徳
島
県
自
殺
予
防
協
会
（
徳

島
い
の
ち
の
電
話
）
理
事
長　

近
藤

治
郎
さ
ん

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

運
動
不
足
の
方
、
メ
タ
ボ
が
気
に

な
る
方
、
足
腰
の
衰
え
が
気
に
な
る

方
に
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
緒

に
阿
波
踊
り
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時
（
受
付
は
９
時
30
分
〜
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

対
象　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

『
お
口
の
健
康
講
座
』
受
講
生
募
集

　

〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ

る
た
め
に
〜

日
時　
平
成
23
年
１
月
11
日
㈫　

午

前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
講
座
と
調
理
実
習　
　
　

参
加
費　
４
０
０
円（
調
理
実
習
費
）

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

募
集
人
数　
30
人
（
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。）

申
込
期
限　
12
月
24
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

日 採血場所 所在地 採血時間

６日㈪
阿南警察署 富 岡 町 9：40〜11：00
加茂谷運送㈱ 楠 根 町 12：50〜14：00
藤崎電機㈱ 辰 己 町 15：00〜16：30

７日㈫
阿南テクノスクール 桑 野 町 10：00〜11：20
四国電力㈱阿南営業所 富 岡 町 12：50〜14：10

16日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10：00〜16：30
21日㈫ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13：30〜16：00
22日㈬ 阿南市役所 富 岡 町 9：30〜16：30

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

12
月
の
献
血
実
施
一
覧

※
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
実
施
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎44−
5059

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時3
日
㈮　

み
か
ん
狩
り
：
蝶
子
彰
則

宅
（
申
込
が
必
要
で
す
。）

7
日
㈫　

米
粉
を
使
っ
た
料
理
教

室
：
こ
め
っ
娘
工
房
（
参

加
費
、
申
込
が
必
要
で

す
。）

17
日
㈮　

お
誕
生
会

21
日
㈫　

お
楽
し
み
会
・
手
品

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
：
三
枝

慶
子
さ
ん

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
1
日
㈬
・
10

日
㈮
・
14
日
㈫
・
24
日
㈮

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎42−
0720

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

７
日
㈫　

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
（
参
加
申
込

が
必
要
で
す
。）

15
日
㈬　

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
参
加
申

込
が
必
要
で
す
。） 

21
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

お
誕
生
会

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

お
子
さ
ま
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
遊
び
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
年
始
の
12
月
28
日
㈫
か
ら
平
成
23
年
１
月
４
日
㈫
ま
で
は

休
み
ま
す
。

その日にとれた新鮮な魚を料理
させていただきます。

・刺身定食、煮魚定食850円（土・日・祝日限定）… 30食程度
・天ぷら定食850円　・きつねうどん定食650円　・おでん300円など
※コーヒー、ジュース、アルコール飲料などもあります。 刺身定食 かもだカフェ運営協議会の皆さん

かもだカフェ 営業中
営業時間　11：00〜17：00（土・日・祝日は19：00まで）

年末年始12月3１日〜１月３日も営業！

船瀬温泉で くつろぎの
ひと時を

●営 業 日　毎週月曜日を除く平日、土・日・祝日
●営業時間　10：00〜20：00
●入浴料金　一般500円・児童300円（３歳未満無料）
　　　　　　※高齢の方（70歳以上）、障害のある方など無料になる場合があります。
●問い合わせは　☎21−3030
　　　　　　　　http://www.anancity.office-x.jp/framepage2.html

いらっしゃいませ
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ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
（
橘
保
育
所
）
☎27−
1441

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

７
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

14
日
㈫　

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
参
加
申

込
が
必
要
で
す
。）

21
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎21−
2002

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時７
日
㈫　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

14
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

15
日
㈬　

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
30
人
ま

で
申
し
込
め
ま
す
。）

21
日
㈫　

お
誕
生
会

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

《
12
月
の
日
程
》

8
日
㈬　

桑
野
公
民
館

10
日
㈮　

新
野
公
民
館

15
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈬　

福
井
公
民
館

24
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

　子どもたちの素直さを伸ばすためには、叱るより褒める方が

効果は大きいと言われています。それは分かっているけれど、

実際には褒めるより叱る方が多いし、叱る方が効き目があるよ

うに感じたりもします。子どもが悪いことをした時、間違った

ことをした時、機を逃さず叱ることはとても大切です。笑って

なんていられません。でも、叱りつけるか、肯定的に受けとめ

るかで子どもたちの心の中はずいぶん違ってきます。

　子どもたちの話のなかで、

「あのね。わたしや何にも悪いことしとらんのに怒られるんよ。」

「ほんとに？悪いことせんのに怒られたりせんよ。」

「ん〜。やっぱりちょっと悪いことしてたわ。」

と照れくさそうに笑って。

　大人でも褒められたり、認められたりするといい気持ちにな

ります。そして、頑張ろうと元気がでます。大人でもそうなの

ですから、子どもたちにとってはなおさらです。叱られると頑

張ろうという意欲がなくなります。あなたはやればできるのだ

と自信をもたせ、褒めて自覚させることが一番だと思うのです。

“すごいね〜。”　“頑張ったね〜。”こんな一言で子どもたちは

また頑張ろうという意欲が出るのではないでしょうか。子ども

たちは、自分に非がある時、叱られてもきっとそれをきちんと

受け止めて反省し、直そうとしていくでしょう。しかし、日常

生活の中で、叱らなくてもよい場面で、ついつい叱ってないで

しょうか？褒めて育ててください。きっと笑顔の素敵な心身と

も豊かな人として育ちますよ。

学校教育課　

− 褒める・叱る −

子育て一言メモ
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与

日
時　
12
月
３
日
㈮
・
14
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
1
日
㈬
・
3
日
㈮
・
7

日
㈫
・
14
日
㈫
・
17
日
㈮
・
21
日
㈫

で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時《
12
月
の
日
程
》

３
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会　

６
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

８
日
㈬　

お
ひ
さ
ま
ク
リ
ス
マ
ス

13
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

17
日
㈮　

お
誕
生
会

20
日
㈪　

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
発
育
計

測

22
日
㈬　

親
子
ビ
ク
ス

28
日
㈫　

大
掃
除
（
午
後
休
園
）

※
29
日
㈬
〜
平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

ま
で
は
休
園
し
ま
す
。

※
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全

運
転
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

教　　室　サンタさんと遊ぼう！
日　　時　12月15日㈬　午前10時～正午
場　　所　ひまわり会館
内　　容　サンタさんとクリスマスパーティ！

リズムに合わせて踊ったり、ゲームを
したり、盛りだくさん！

対	象	者　市内在住の就学前のお子さまと保護者
定　　員　15組（申込順）
申込方法　電話でお申し込みください。
申込期間　12月１日㈬～８日㈬
※教材費別途必要
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
※託児しています。

　シルバー人材センターでは、資格保持者や経験豊かな
高齢者の方が多数登録しています。この機会に、育児の
悩みや子育ての不安をお話してみてはいかがですか。

親子教室
「シルバーママ」開催

問い合わせは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局
（☎23－2630）へ
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　保育所は、保護者が労働等で家庭での保育に欠

ける児童の保育を行います。

募　　集　市内の各保育所（園）
対　　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の

事情で保育に欠ける児童。

申込方法　入所申込書（各保育所（園）に備え付
け）によりお申し込みください。

市内の各保育所で受け付けています。

※新規、継続を問わず申し込みが必要

です。

問い合わせは　こども課（☎ 22－ 1593）へ

　幼稚園とは、幼児を保育し適当な環境を与えて、
その心身の発達を助長することを目的とする学校
教育法に基づく学校です。

募　　集　横見、加茂谷、大野、富岡、宝田、
新野、新野東、橘、見能林幼稚園

対　　象　◎５歳児（１年保育）
平成17年４月２日〜
平成18年４月１日に生まれた幼児
◎４歳児（２年保育）
平成18年４月２日〜
平成19年４月１日に生まれた幼児
◎３歳児（３年保育）
平成19年４月２日〜
平成20年４月１日に生まれた幼児
※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。

申込方法　｢入所願書（受入幼稚園に備え付け）」
により、お申し込みください。市内の
各幼稚園で受け付けています。

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

●子育て支援保育の申請
　次の幼稚園で、降園後の預かり保育を行っています。

希望される方は、入園願書受付期間中に各園までお申

し出ください。

大野、加茂谷、見能林、横見、新野、新野東の

各幼稚園

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

保育所（園）・幼稚園への入所・入園のご案内

保育所（園）一覧表

区分 保育所名 受入年齢

公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立

富　　　 岡 １〜５歳児
寿 ０〜２歳児

宝　　　 田 ２〜５歳児
本　　　 庄 ０〜２歳児
長　　　 生 ３〜５歳児
大　　　 野 ０〜３歳児
明　　　 星 ０〜５歳児
中　 野　 島 ０〜５歳児
横　　　 見 ０〜３歳児
見　 能　 方 １〜３歳児
津　 乃　 峰 １〜５歳児

橘 １〜５歳児
桑　　　 野 １〜５歳児
山　　　 口 ３〜５歳児
新　　　 野 ０〜３歳児
福　　　 井 ０〜５歳児

椿 ２〜５歳児
伊　　　 島 ３〜５歳児

平島こどもセンター ０〜５歳児
今津こどもセンター ０〜５歳児
羽 ノ 浦 く る み １〜５歳児
羽 ノ 浦 す み れ ０〜５歳児
羽 ノ 浦 こ ば と １〜５歳児
羽 ノ 浦 さ く ら １〜５歳児

私　

立

阿　　　 南 ０〜５歳児
お　　　 山 ０〜５歳児

阿 南 ひ ま わ り ０〜５歳児
あ け ぼ の ０〜５歳児
あ　 ざ　 み ０〜３歳児

保育所（園）

幼稚園

●病後時保育の新規登録申請
　病気の回復期にあり、集団保育の困難な生後６カ月〜

小学３年生の児童で、保護者が勤務や社会的にやむを得

ない事由などにより集団保育や家庭での育児が困難な児

童のための子育て支援サービスを行っています。随時受

け付けしていますので希望される方はお申し出ください。

実施施設　岩城クリニック（学原町）
申請受付　各保育所、こども課、保健センター、
　　　　　各支所・住民センター、岩城クリニック

問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ
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人口と世帯数

人口 77,907人（－  20）
男 37,575人（－  25）

女 40,332人（＋    5）

世帯数 29,233世帯（－    1）

●平成22年10月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 14・28日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ２・16日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22－1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 24日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 ６・13・20・27㈪ 午前10時〜午後3時 市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

６日㈪ 午前10時〜午後3時 桑野住民センター 社会福祉協議会
☎23－7288

特設人権相談
１日㈬ 午後1時30分〜4時 ひまわり会館３階 人権・男女参画課

☎22－3094８日㈬ 午後1時30分〜4時 ひまわり会館１階

人 権 相 談 所 10日㈮ 午後1時30分〜4時 ひまわり会館３階 人権・男女参画課
☎22－3094

健 康 相 談 ３日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 16日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

女性の生き方
何 で も 相 談

７・14・21・28㈫
10・24㈮

午後1時〜5時
午後1時〜4時

いずれも要予約

市民会館内２階　
相談室

男女共同参画室分室
☎22－0361

スポーツ施設12月の休館日
サンアリーナ 6・13・20・27・29・30・31日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29・30・31日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・20・27・29・30・31日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27・29・30・31日

12月の相談日

12月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時
日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5 村上内科外科医院 那賀川町 ☎42－3110

12 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44－1010

19 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

23 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

26 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

31 馬原医院 新 野 町 ☎36－3339

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※１月の法律相談の予約は、12月１日から受け付けています。

12月の市税

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

▪ 市　県　民　税（第４期）

▪ 国民健康保険税（第７期）

納期限は、12月27日㈪です。納め忘れのないよう
にしましょう。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

●市税日曜相談窓口 12月26日㈰ 
　午前8時30分〜午後5時　市役所1階納税課
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西宮神社・三石神社例大祭 … 富岡町

番傘を飾り付けた６台のだんじりが一堂に会する富岡の秋祭り。

市内でこんな風景が見られるのは、今ではここだけ。

城下町として栄えた富岡の歴史と風情が漂う伝統行事を訪ねてみました。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第55回〜地域の輝き〜

編集室の

窓
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迷
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迷
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つ
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山
）

　
「
獅
子
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ん
じ
り
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
内
町
の

だ
ん
じ
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は
、
昭
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さ
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、
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初
（
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政
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。
古
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は
、
だ
ん
じ
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頭
と
し
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六

町
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行
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導
し
て
い
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と
言
わ
れ
て
い
る
。

　６台のだんじりがそれぞれの町を巡行する六町巡行。商店街に響く
お囃子の音色と男たちの掛け声が、祭りを一層盛り上げる。屋根の上
には番傘が障害物に当たらないように見張る人。時に傘をもって派手
に舞い踊ることもある。

　西宮神社例大祭に次いで行われた三石神社例大祭で、寿地域を神輿
が巡行するようす。

西新町
（右）横田侑菜さん（小４）
（左）中村衣里さん（小６）

東新町
服部比加留さん（小５）

内
町　

（右）
檜　
祐
芽
さ
ん
（
小
３
）

（中）
日
高
実
優
さ
ん
（
小
１
）

（左）
檜　
祐
奈
さ
ん
（
小
１
）

第
住
町

（右）
末
本
玲
菜
さ
ん
（
小
３
）

（左）
田
中
す
ず
さ
ん
（
小
３
）

東仲町
清田哲志くん（小５）

テレツク　テレツク　テレツク　テン
地元小学生６〜７人によるお囃子は、１週間ほど民家
で練習する。神社に奉納する「拍子」と呼ばれるお囃
子は、各地区で少しずつ異なる。

この神社には、天神社、城八幡神社、金比羅神社、西宮神社、三石神社の５つの神様が祀られている。なかで
も秋祭りで奉納されるのは西宮神社と三石神社。第住町、東仲町、西仲町、東新町、西新町、内町がだんじり
を従え境内に集結。三石神社の祭りでは、もともと三石神社が眉山の中腹にあったこともあり寿地域も加わっ
て行われる。

神社境内や街中の交差点でそれぞれの町が競い合
うようにだんじりを持ち上げ豪快に回す。鉦や太
鼓をたたく子どもたちの手にも力が入る。




